
平成１８年１０月２４日   

 

 報 道 機 関 各位 

 

東北大学大学院医学系研究科 

 

 

 

 

 

 昨年，東北大学大学院医学系研究科地域医療システム学（宮城県）寄附講座が実施しま

した標記の調査につきまして，このたび，その調査結果の一部をとりまとめ，学会で発表

する予定ですので，お知らせいたします。 

 

１ 調査の目的と経緯 

・ 東北地方をはじめとして全国的に問題となっている医師不足について調査を行い，

これからの医療体制を考える基礎資料にすることを目的に実施（別紙写し）。 

・ 現在，集計・分析中 

 

２ 今回発表する調査結果 

・ 調査項目のなかでも医師不足の有無についてのデータの分析結果 

・ 調査結果の概要（別紙資料） 

・ なお，その他の調査項目については，今後，分析を行い，公表する予定です。 

 

３ 発表学会 

・ 名 称 ：第６５回日本公衆衛生学会総会 

・ 期 間 ：平成１８年１０月２５日（水）～２７日（金） 

・ 場 所 ：富山市 

・ 学会 HP  ：http://www.ec-japan.jp/65jsph/ 

・ 発表日時：１０月２７日（金）午前９時～１２時 

・ 発表会場：富山県民会館 

（示説第５分科会 発表番号 P05-023） 

・ 発表形式：ポスター発表 

・ 発表者 ：金村政輝（かねむら せいき） 

       東北大学大学院医学系研究科 

地域医療システム学（宮城県）寄附講座 助教授 

・ その他 ：今回の発表資料を縮刷したものを会場で配布します。 

また，学会終了後，当講座の HP 上で PDF ファイルを公開します。 

ご要望があれば，電子メール，ファクシミリで提供します。 

 

 

 

 

 

 

（問い合わせ先） 

 東北大学大学院医学系研究科 

  地域医療システム学（宮城県）寄附講座 

    担当  金村，木村，小笠原 

電話  TEL 022-717-7599,8022 

URL     http://www.immem.med.tohoku.ac.jp/localmed/

E-mail  tiiki@immem.med.tohoku.ac.jp 

東北地方の医師不足の実態 
－東北地方の病院・医師を対象としたアンケート調査の結果について－ 



１ 調査対象 東北地方の病院と医師 

 

２ 調査方法 アンケート調査 

 

３ 回収状況 329 病院，2,246 人の医師から回収 

 

４ 分析対象 329 病院（東北地方の全病院の 49.0%に該当） 

東北地方の医療機関で従事している 2,091 人の医師 

（東北地方の医療機関で従事する医師の 12.0%に該当すると推計） 

 

５ 有効回答（※「医師不足」の質問について回答のあったもの） 

 321 病院（平均病床 206.4 床） 

2,006 人の医師（男 88.5%，女 11.0%，平均年齢 46.5 歳） 

 

６ 回答結果 149 病院（有効回答の 46.4%），1,298 人の医師（有効回答の 64.7%）が「医

師不足」と回答。 

 

７ 分析結果の概要 

① 病院に対するアンケート調査 
・ 青森県の 60.7%，岩手県の 44.0%，秋田県の 48.5%，宮城県の 38.3%，山形県の

56.5%，福島県の 34.0%が「医師不足」と回答。 

・ 県庁・大学所在地の病院でも 25.3％が「医師不足」と回答。 

・ 法令上の不足医師数は 371.0 人（平均 2.5 人）で，その内訳は，青森県 96.5 人，

岩手県 56.0 人，秋田県 51.3 人，宮城県 73.1 人，山形県 41.8 人，福島県 52.3

人であった。 

・ 運営上の必要医師数は 1294.3 人（平均 4.8 人）で，その内訳は，内科 205.4 人，

整形外科 101.0 人，小児科 83.0 人，精神科 80.6 人，消化器科（胃腸科）77.0

人，麻酔科 77.0 人の順であり，産婦人科は 49.3 人であった。 

② 医師に対するアンケート調査 
・ 青森県の 74.2%，岩手県の 73.2%，秋田県の 62.2%，宮城県の 54.9%，山形県の

70.1%，福島県の 71.1%が「医師不足」と回答。 

・ 従事地別では，県庁所在地 64.3%，その他の市 67.1%，町 56.3%，村 75.0%が「医

師不足」と回答。 

・ 従事施設別では，診療所 18.2%，医育機関（大学病院）85.9%，その他の病院 69.3%

が「医師不足」と回答。 

・ 回答した医師が従事している診療科における不足医師数は平均 1.4 人であり，

医師の性別，年齢，従事地，従事施設，診療科で大きな違いは見られなかった。 

 

８ 今回の調査結果について 

① 全国的に医師不足は深刻な問題となっているが，その実態についての定量的なデー

タに乏しい（例えば，不足医師数はどれくらいかなどは明らかではない）。 

② 今回の調査結果から，医師不足は東北各地・診療各科に及ぶことが明らかとなった。 

③ 今回の調査結果から，医師不足は，医師の「地域・診療科の偏在」では説明困難と

考えられた。 

④ 解決のためには，医師不足の実態を踏まえた検討が不可欠である。 

調査結果の概要 資 料



 


